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本論文の特色は、倭・日本のエミシ（毛人・蝦夷）やアシハセ（粛慎）、隼人に対する夷狄観念の
形成・衰退について、主として東アジアの国際関係に注目することで、具体的に解明した点にある。 
まず、エミシの漢字表記の由来を中国との関係の中で明らかにしている。第一章「「毛人」試論」
では、５世紀の倭王武の上表文に記される「毛人」は、従来指摘されてきた『山海経』で東北の地に
住む「毛民」を典拠にし、倭の統治制度である人制に従い「毛人」と表記したと論じた。第二章「「蝦
夷」表記の成立」では、「蝦夷」表記が、斉明五年（顕慶四年）（659）に倭の遣唐使がエミシを帯同
した時、そのエビのような髭を持つ外貌から、唐によって与えられたと論じている。 
次に、エミシ等の夷狄表記成立の背景を東アジアの政治的動向から論じている。第三章「斉明天皇
五年の遣唐使と蝦夷―蝦夷帯同の目的をめぐって―」では、斉明五年の遣唐使がエミシを帯同した理
由を、通訳を重ねて遠方から諸蕃が来訪した「重訳」という形式を用いて、唐皇帝の徳を示すためで
あると指摘した。その上で、これ以前に唐が倭に命じた、高句麗・百済と対立する新羅への軍事的救
援を実行しなかったことによる関係悪化を防ぐ目的があったと論じる。第四章「阿倍比羅夫の北方遠
征と「粛慎」」では、斉明六年の阿倍比羅夫の北方遠征で現れる「粛慎」は、当時は存在していない
集団であることを述べ、倭国が北方のアシハセに対し、かつて高句麗と粛慎が「重訳」の関係にあっ
たことを踏まえて用いた漢字表記であると述べた。それは、新羅と倭の国交断絶により、倭から高句
麗への陸伝いの経路が必要とされたためと論じた。 
最後に、夷狄概念の歴史的な変遷を論じている。第五章「元日朝賀と蝦夷―古代国家の夷狄認識と
その範疇をめぐって―」では、蝦夷と隼人の朝貢儀礼を分析し、８世紀初頭の大宝令施行直後は、蝦
夷も隼人も夷狄と認識されていたが、養老年間には、蝦夷のみが夷狄と認識されるように変化したこ
とを明らかにした。第六章「九世紀蝦夷概念の変質とその背景―身分呼称の変質および「蝦夷」表記
の消滅を中心として―」では、蝦夷表記の消滅と「蝦夷」「俘囚」の概念の変質が弘仁二年（811）以
降であることを確認し、唐の衰退により、唐から与えられた蝦夷表記を日本が意図的に放棄した可能
性を指摘した。 
 以上、本論文は、倭・日本の夷狄認識の歴史的変遷を明らかにするとともに、その漢字表記が
東アジアの政治情勢と密接に関わることを示すことで、倭・日本の夷狄認識はそれ単独ではなく、中
国や朝鮮半島諸国との関係の中で生成、衰退していったとする新たな視点を提示した。これは、従来
独善的と評価される日本型の小中華意識の見直しをはかる契機となり得る。このように本論文は斯学
の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与され
るに十分な資格を有するものと認められる。 
 
